
部下の自立を促すコミュニケーションスキル

＊開催日 １１月１３日(木)/１４日(金) １ リーダーに求められる３つのスキル

＊時間 １日目　9：30～17：00  (1)職階別に求められるスキルの変化

２日目　9：00～16：00  (2)現状分析と改善のフレームワーク

＊定員 ３０名 ２ コーチングとは

＊日数 ２日  (1)仕事・職場でコーチングが求められる背景

＊研修場所 道庁別館  (2)ティーチングとコーチング

＊対象者 課長、課長補佐(同相当職) ３ コーチングの基本：４つのスキル

係長(同相当職)  (1)場づくり・傾聴・質問・フィードバックスキル

＊研修方法 講義、演習、グループ演習 ４ 様々なタイプの部下への対応ケーススタディ

 (1)「責任感は強いが、周りとぶつかりがちなAさん」他

５ 相手の“特性”を知る：エゴグラム分析

 (1)５つのファンクション（領域）

 (2)エゴグラムから見る指導スタイルの弱みと改善策

６ 組織の構造とリーダーの役割

 (1)仕事を進めるための２つの方法

 (2)組織の『成功循環モデル』他　

　   　  9:30 開講・オリエンテーション
       リーダーに求められる３つのスキル

       コーチングとは

       コーチングの基本：４つのスキル

 16:00～ 事後調査　閉講

終了 17:00

※研修の進め方、内容が変更になることもございますのでご了承ください。

予定講師

予定研修日程

　１日目 　２日目

   9:00　 開始
    様々なタイプの部下への対応ケーススタディ

    相手の“特性”を知る：エゴグラム分析

    組織の構造とリーダーの役割

詳　細 予定研修科目

能力開発

コーチング
～「傾聴」「質問」「承認」スキルの徹底修得～

研修目標 特徴ＰＲ

コーチングの基本を理解することはもちろんのこ
と、具体的なケースを想定した実習を行うことで、
よりコーチングに対する理解が深まり、スキルアッ
プが期待できます。職場内でのコミュニケーション
の円滑化を図り、職場の目標達成や課題解決につい
ても、効果を発揮します。

職員の個性に着目して、潜在能力を引き出
す効果的な教育手法である「コーチング」の
考え方と、スキルの基本から応用までを実践
的に修得する。

コーチングスキルの基本から応用まで修得 職場内でのコミュニケーションの円滑化と課題解決

※１日目と２日目の時間帯が異なりますのでご注意ください。

丹羽 將喜 マナビクス 代表 研修講師 ワークショップデザイナー

中央大学文学部社会学科卒業。大手メーカーを経て、コンサルタント会社の人事教育部門で
新入社員・マネージャー研修を担当。その後、大手ロジスティクス会社の人事教育部門にて
チームリーダーとして育成体系の設計から、講師まで社内教育全体を担当。２０１２年から
独立し、研修講師およびワークショップデザイナーとして活躍中。
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